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2025年2月23日（日） ／ 第1部

藤井寺市立市民総合体育館　競技場
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場所

小椋久美子さんと一緒に記念撮影

スミセイ “Vitality Action”は、 大切な人と一緒に運
動することで、「もっと健康に、そして幸せになっても
らいたい」という想いを込めたプロジェクトです。

親
子
で
一
緒
に
運
動
し
よ
う
in

南大阪

住友生命保険相互会社 南大阪支社　

この活動を通じてSDGsの達成を目指します

【上】参加者の手を取りながら指導する小椋さん
【下】笑顔でシャトル打ちの練習をする親子
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協力　藤井寺市バドミントン協会
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住友生命保険相互会社 南大阪支社

この活動を通じてSDGsの達成を目指します

 

【上】参加者の手を取りながら指導する小椋さん
【下】シャトルを打ち返す親子

後援　藤井寺市・藤井寺市教育委員会　
協力　藤井寺市バドミントン協会


